
職場課題の分析や改善について学ぶ授業風景

全国の事業拠点から集まった第２期修了者

▽日本生産性本部・鍜治田

良主席経営コンサルタント

　自動化やＩＴ化が進んで

も、人材の力がなければ現

場は機能しない。ＡＰテッ

クでは、知識の習得にとど

まらず、学びを仕事に結び

付け、自ら考えて行動する

力を育てることを重視した。

■教育の基盤を広げる

　現場はチームで動く。キーパーソンを中心に教

育の基盤を広げ、周囲と協働できる人材を育てる。

　研修では、理論を身近な仕事に置き換えて考え、

自分の言葉で表現する。楽しさだけに偏らず、実

務で使える内容を取り入れた。

■答えのない課題に挑む

　最終課題では、答えが分かっているテーマを選

ばないよう求めた。解決策が見えている課題は、

分析より実行の問題だからだ。

　答えの見えない問題や職場の困り事を分析し、

自分なりの答えを導く。

■失敗から気付きを得る

　考えがまとまらない。資料を作り直す。発表し

ても伝わらない。こうした経験から気付きを得る

ことも学びだ。職場では失敗が本人の評価に影響

し、安心して試行錯誤できる機会は多くない。

　やり切ることは成功体験となる。受講者には、

自部門だけでなく他部門とのつながりや全体最適

を意識する姿も見られた。

　人材育成の成果は短期間では測りにくい。学ん

だ人が増え、その経験が組織に広が

るには、時間と資金を継続して投じ

る姿勢が欠かせない。

　記事の問い合わせは日本生産性本

部コンサルティング部まで。

■

成

果

を

職

場

へ

　

研

修

の

成

果

は

、

職

場

の

改

善

活

動

に

も

表

れ

始

め

て

い

る

。

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

を

通

じ

て

無

駄

取

り

な

ど

に

取

り

組

み

、

第

１

期

の

九

州

地

区

の

メ

ン

バ

ー

は

Ｙ

Ｋ

Ｋ

グ

ル

ー

プ

の

小

集

団

活

動

発

表

会

で

最

優

秀

賞

を

受

賞

。

北

海

道

の

メ

ン

バ

ー

に

よ

る

取

り

組

み

も

Ｙ

Ｋ

Ｋ

　

Ａ

Ｐ

内

で

最

優

秀

賞

に

選

ば

れ

た

。

　

修

了

者

か

ら

は

「

こ

れ

ま

で

曖

昧

だ

っ

た

知

識

に

理

論

的

な

裏

付

け

が

で

き

た

」

「

現

場

の

課

題

を

分

析

し

、

解

決

す

る

力

が

身

に

付

い

た

」

と

い

っ

た

声

が

出

て

い

る

。

経

験

だ

け

で

な

く

、

数

字

や

根

拠

を

基

に

考

え

る

こ

と

で

、

自

信

を

持

っ

て

意

見

を

述

べ

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

の

評

価

も

あ

る

。

　

も

う

一

つ

の

成

果

が

、

拠

点

を

越

え

た

社

員

同

士

の

つ

な

が

り

だ

。

そ

れ

ま

で

接

点

の

な

か

っ

た

全

国

の

現

場

社

員

が

共

に

学

び

、

互

い

の

課

題

や

経

験

を

共

有

す

る

。

第

１

期

の

修

了

者

は

現

在

も

交

流

を

続

け

て

お

り

、

修

了

後

に

集

ま

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

取

り

組

み

を

共

有

す

る

場

も

設

け

ら

れ

て

い

る

。

■

今

後

の

課

題

　

第

１

期

は

�

人

、

第

２

期

は

�

人

が

修

了

。

第

３

期

は

�

人

が

受

講

中

。

参

加

に

は

本

人

が

希

望

す

る

「

手

挙

げ

」

と

職

場

推

薦

の

二

つ

の

方

法

が

あ

り

、

第

１

、

第

２

期

は

手

挙

げ

に

よ

る

参

加

が

７

割

以

上

を

占

め

て

い

た

が

、

第

３

期

で

は

職

場

推

薦

に

よ

る

参

加

が

手

挙

げ

を

上

回

っ

た

。

　

先

行

す

る

受

講

者

か

ら

学

習

の

大

変

さ

が

伝

わ

っ

た

こ

と

や

、

人

員

を

抑

え

る

中

で

社

員

が

職

場

を

離

れ

る

こ

と

へ

の

懸

念

な

ど

も

背

景

に

あ

る

と

み

ら

れ

て

い

る

。

　

Ａ

Ｐ

テ

ッ

ク

で

学

ん

だ

社

員

が

職

場

で

力

を

発

揮

し

、

現

場

リ

ー

ダ

ー

、

さ

ら

に

将

来

の

工

場

長

な

ど

次

の

役

割

に

挑

戦

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

で

、

社

員

の

成

長

と

生

産

現

場

の

力

の

向

上

に

つ

な

げ

て

い

く

考

え

だ

。

　

　

Ｙ

Ｋ

Ｋ

　

Ａ

Ｐ

は

、

生

産

現

場

で

働

く

社

員

の

学

び

直

し

と

キ

ャ

リ

ア

形

成

を

支

援

す

る

社

内

大

学

「

Ｙ

Ｋ

Ｋ

　

Ａ

Ｐ

工

科

大

学

（

Ａ

Ｐ

テ

ッ

ク

）

」

を

開

設

し

、

現

場

を

担

う

人

材

の

育

成

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

生

産

技

術

、

生

産

管

理

、

品

質

管

理

、

Ｉ

Ｔ

の

４

コ

ー

ス

を

設

け

、

専

門

知

識

の

習

得

に

加

え

、

自

職

場

の

課

題

を

分

析

し

、

改

善

に

つ

な

げ

る

実

践

的

な

学

び

を

展

開

す

る

。

高

卒

社

員

が

多

い

生

産

現

場

で

、

学

ぶ

機

会

と

新

た

な

キ

ャ

リ

ア

へ

の

道

を

広

げ

、

将

来

の

現

場

リ

ー

ダ

ー

や

工

場

長

を

育

て

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

。

■

人

材

の

可

能

性

　

Ａ

Ｐ

テ

ッ

ク

は

、

経

営

ト

ッ

プ

の

強

い

意

向

の

も

と

、

約

３

年

前

に

始

ま

っ

た

。

社

員

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

た

同

社

は

、

生

産

現

場

で

働

く

社

員

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

に

対

し

問

題

意

識

を

持

っ

て

い

た

。

　

生

産

本

部

に

は

高

卒

で

入

社

し

た

社

員

が

多

い

。

一

方

、

総

合

職

な

ど

と

は

キ

ャ

リ

ア

の

選

択

肢

に

違

い

が

あ

り

、

自

ら

の

将

来

を

限

定

的

に

捉

え

た

り

、

成

長

へ

の

意

欲

を

失

っ

た

り

す

る

可

能

性

が

あ

る

。

そ

こ

で

、

改

め

て

学

ぶ

機

会

を

設

け

る

と

と

も

に

、

職

務

転

換

を

含

め

た

異

な

る

キ

ャ

リ

ア

へ

の

挑

戦

や

、

能

力

や

意

欲

の

あ

る

社

員

が

実

際

の

大

学

へ

進

学

す

る

機

会

に

も

つ

な

げ

よ

う

と

、

Ａ

Ｐ

テ

ッ

ク

を

立

ち

上

げ

た

。

　

Ｙ

Ｋ

Ｋ

　

Ａ

Ｐ

人

事

戦

略

本

部

人

材

開

発

統

括

部

の

菅

谷

友

子

部

長

は

、

現

場

社

員

が

学

び

を

通

じ

て

自

ら

の

可

能

性

を

広

げ

ら

れ

る

環

境

づ

く

り

が

重

要

だ

と

話

す

。

■

全

国

か

ら

参

加

　

対

象

と

な

る

現

場

系

社

員

は

全

国

に

約

４

５

０

０

人

。

応

募

に

年

齢

制

限

は

設

け

ず

、

入

社

４

年

目

以

上

を

条

件

と

し

て

い

る

。

参

加

者

は

�

代

前

半

か

ら

�

代

の

社

員

ま

で

幅

広

く

、

第

３

期

ま

で

の

平

均

年

齢

は

�

歳

。

北

海

道

か

ら

沖

縄

ま

で

全

国

の

拠

点

か

ら

参

加

し

、

第

１

期

か

ら

女

性

受

講

者

も

い

る

。

■

業

務

と

の

両

立

　

Ａ

Ｐ

テ

ッ

ク

は

、

期

間

中

、

原

則

、

毎

週

金

曜

の

午

後

に

授

業

が

あ

る

。

現

場

で

の

勤

務

後

に

オ

ン

ラ

イ

ン

講

義

を

受

け

、

発

表

や

翌

週

ま

で

の

振

り

返

り

シ

ー

ト

、

レ

ポ

ー

ト

提

出

に

、

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

職

場

側

も

、

受

講

予

定

に

合

わ

せ

て

深

夜

勤

務

者

を

日

勤

に

変

更

す

る

な

ど

の

シ

フ

ト

調

整

を

行

っ

て

い

る

。

出

席

率

は

�

％

を

超

え

て

い

る

。

■

実

践

型

の

研

修

　

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

は

、

生

産

技

術

、

生

産

管

理

、

品

質

管

理

、

Ｉ

Ｔ

の

４

コ

ー

ス

で

構

成

す

る

。

全

コ

ー

ス

共

通

で

製

造

に

必

要

と

な

る

基

礎

知

識

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

な

ど

を

学

ん

だ

上

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

専

門

分

野

に

進

む

。

期

間

は

約

６

～

７

カ

月

で

、

基

礎

講

座

と

専

門

講

座

を

そ

れ

ぞ

れ

約

３

カ

月

実

施

す

る

。

　

特

徴

の

一

つ

が

、

学

ん

だ

内

容

を

実

際

の

職

場

で

活

用

す

る

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

だ

。

受

講

者

自

身

が

所

属

部

門

の

課

題

を

取

り

上

げ

、

現

状

を

分

析

し

、

改

善

に

つ

な

げ

る

。

参

加

者

の

職

場

は

、

ア

ル

ミ

な

ど

の

素

材

部

門

か

ら

加

工

、

物

流

、

購

買

ま

で

幅

広

く

、

生

産

現

場

ご

と

の

課

題

に

即

し

た

実

践

が

行

わ

れ

て

い

る

。


